
家庭

１家庭科の教育課程の編成

（１）基本的な考え方

今回の改訂においては、男女共同参画社会の推進、少子高齢化等への適切な対応が重

視されており、家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中で総合的にとらえ、男女

が協力して家庭生活を築いていく意識と責任を持たせるとともに、生活に必要な知識と

技術を身に付け、家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を養うことをねらい

としている。

（２）配慮すべき事項

ア生徒の多様な興味・関心等に応じて「家庭基礎｣、「家庭総合｣、「生活技術」の３科

目のうち１科目を選択履修させる。

イ「家庭基礎」は原則として、同一年次で履修させる。「家庭総合」及び「生活技術」

を複数の年次に分割履修させる場合には、原則として連続する２か年において履修さ

せる。

（３）特色ある教育課程の編成

地域や学校の実態、学科の特色、生徒の個性や興味・関心等に応じることができるよ

う、専門科目や学校設定科目を設け、生徒が主体的に選択履修できるよう配慮する。

２指導計画と内容の取扱い

（１）指導計画作成上の留意点

ア各科目に配当する総授業時数のうち、原則として10分の5以上を、実験･実習に配当

する。

イ中学校技術・家庭科、公民科及び保健体育科などとの関連を図るとともに、教科の

目的に即して調和のとれた指導が行われるようにする。

（２）配慮すべき事項

ア各科目の指導に当たっては、コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を図

り、学習の効果を高めるようにする。

イ生徒が自分の生活に結びつけて学習できるよう、問題解決的な学習を充実する。

ウ各項目の指導と「ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」との関連を図り、計

画的、系統的に取り扱うよう、指導計画に位置付けておく。

エ実験・実習を行うに当たっては、生徒の学習意欲を喚起するよう、資料、模型、視

聴覚機器、情報通信機器などの学習環境を整備する。

オ施設・設備の安全管理や事故防止の指導を徹底し、安全と衛生に十分留意する。

３指導計画の作成

次の指導計画は､各項目の関連を重視して構成することにより､家庭生活の重要性を理解

するとともに､主体的に生活を営む能力や資質､態度を育成することをねらいとしている。

－６１－ 
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科目「家庭総合」の指導計画（例)－１年（２単位)－

－６２－ 

学期 単元（項目） 折導項ロ 指導のねらい
予定
時１N］

翻意ＩＩＩ項・取扱いなど

学

期

別時間

１オリエンテー

ション

２人の一生と家
族・蒙塵

３子どもの発逮
と保育・佃祉

１学稠内容
２ホームフクロジェクトと

学校家胆:クラブ活動の
llIUIﾘＩ 

１人の一生と発達課題
(1)生涯発達と各ライフ
ステージ

(2)青年期の探題

２家族・家庭と社会
(1)現代の家族の特徴

(2)家庭の機能と家族関
係

(3)家族・家庭を支える
労働

（４）家族・家座とi去律

(5)：iuli:生活と佃祉

】子どもの発達
(1)母体の健脱管]理と子
供の巽生

(Z）子どもの心身の発達
と特微

(3)子どもの生活と遊び

・２年|Ⅱlで学ぶ「家庭総合」
の学習内容や学問方法を魂
解させる。

・生涯発逸の与えに立ち、
各ライフステージの*8F目hや
課廻を理解させる。
・多楓な生き方を理め、男
女がともに築く家睡への展
望をもたせ、青年期の生き
方を考えさせる。

・家族との特徴を理解させ、
社会とのかかわりに関心を
もたせる。

・家座がIMI人や社会に采た
している槻､iをJ皿解させる。

・職業ii1mulと家小労働の意
鍵や]Blﾉｫﾊなどを理解させる。
.法１１(上の鵬礎的な知識や
社会'611皮としての家族を理
解させる。

・家座生活を支える描祉IbIl
度の在し)方をJmjWWさせる。

・胎児の碩境としての母体

の健吸悴理の爪要性と生命
の尊さを蝿麺させる。
・乳幼児IUlの爪饗性や、発

育・発速の皿序性の側人選
を理解させる。

・生活や遊びの意義を]理解
し、子どもと適切にかかわ
ることかできるようにする。

２ 

５ 

1０ 

７ 

．ｎ立哩舸査を典随する。
・’1,、中学校とのIlIl迎や学習
の特色などを脱ＩｌＭＬ、学翻意
欲を喚起する。

・世代を奥なる人(祖父母、親を
ど）へのインタビューをj、して、
人生への１１通しをもたせる。
・自立皮鋼査の輸呆や兜女共

同参画懇卒法などを活用する。
・肘趙など念1mと交換する学習
を取I〕上げる。

・家族栂成や規模、人々の意
識の変化、錘済や駈業柳造な
どから家族の変化をとらえる。
・家族の在り方は、新UU妃蛎
など具体的な耶例を活用する。
・家耶労働の岡瞭比較や労働
条件などを取り上げる。
・身近な例として、齢jMII、夫
蝿、親子簿の法神について趣
旨や概要を取0)上げる。

・地域の佃祉サービスを利用
する祝.点で､U光、好個する。

・妊鰻から誕生までを扱うが
保健体fr科とのIlU迎を図り、
内容を楠辺する。

・ゲL幼児や小2j2ｲl［低学年の児
菰等の触れ合いや観察の樋会、
視聴覚牧材を活用する。
・学校家塵クラブ活動等と関
迎を図り、爽映的・体験的な
学習活1,1を取り入れる。

夏休み
○体験活動 ・子ども（'１，学校低学年

の兄奴竿）や商齢者など
との触れ合･いや交流活動

・子どもやiWii肋滑の生活を
観察するとともに、課題を
】皿解させる。

・家庭クラブili肋や社会佃祉
協議会のボランティア活助な
どに参加させる。

一一

学

期

卯時間

３子どもの発連

と保育・福祉
（１学期の縫さ）

４高齢者の生活
と福祉

２IHIの役剖と保育
(1)鈍の役制と子どもの
人ⅡI】形成

(2)籾の保育寅任とその
支錘

(3)子どもを生み育てる
ことの意越

３子どもの１１M杜
(1)児爪HHI祉の基本的な
理念

(2)子どもを収0)巻く環
塊の恋化と課題

１高齢者の心身の特iZ【と
生活

(1)高齢者の心身の特徴

(2)ｉ白i齢者の生活と課題

２商船者のIHI祉
(1)商帥社会のBl状と課
皿

(2)商齢者の1,1立堆活支
媛と１冊趾

３高齢活の介迩の基礎
(1)食zlS、着脱、移動な
どの介助

(2)介麺の心樽えとコミ
ユニケーション

．？L幼児101が人IIU形成の碁
礎づくりの時191として成要
であることを理解させる。

゛保育の節一義的な資任は
親にあることを趨謹させる。
・子汀てを皿して親も成長

することに凸(づかせるなど、
子f『ての蔵袋を考えさせる。

・子どもが腿全に行つこと
をI1的とした児永１１Ⅲ祉の基
本的な理念を理解させる。
.よ')よい現境を保障する
ための家座、社会の役割を
秒えさせる．

・高齢満の身体的な特徴や
心理的な特倣を理解させる。
・高齢満の多撫な生稀爽魍
と諜岨を趣誕させる。

功Ⅲ坊山吻孤一我子ど商生を少なを性
151の商節化の特徴を
や強jUlHiiIIO者の地加
らJ3l1解させる。

折の騨厳と弧存機能
した1.1文支援のⅢ婆

解させる。

・高０９打の(]M々の状況に応

じた介助の鵬艶的な知識と
技術を身に付けさせる。
・コミュニケーションの重

饗性を理解させる。

６ 

６ 

６ 

６ 

６ 

○（Ⅱ休みの)体験活動を活用する。
.「愛筋」の形成や社会的な
規範を身に付けさせる意義に
触れる。

・育児不安｣や幼児睨待など社
会iIIl題の文遡について扱う。
・鯉など予行て経験者の蹄を
lHlかせる。また、少子化の原
因や影靭などを取り上げる。

・児血１lb(祉法、児迩適【章、児
尅の柚ｷﾞﾘ条約など法律や制度
の趣旨や慨HHIを取り上げる。
・各I刺の子汀て現境を取り上
げ、IIH四点や帆や大人の責任
を考えさせる。

○（Ⅱ休みの)体験活動を活用する。

・高齢ＩＤＩの心身の状鰹は個人
差が大きいことに気付かせる

・生きがい、健康H1'四、生計
などを｣し体的に取｢)上げる。

・蹄外国との比紋や身近な居
住地の高齢化の状況や鰹囮な
どをili川する。

・佃祉の理念を扱い、地域や社会福
祉サービス（飽艇lii社サービス、在
毛サービス）を間従させる。

・介謹を伴う蝿似体町禽などを
通して、介晒される人の気持
ちを考えさせる。

・食率、鯵行、】爪椅子などの
介趨災制を行う。
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－２年次（２単位)－

－６３－ 

学期 元（項目） 折騨頭目 指導のねらい
予定
時岡 囹意J1I馴・取扱いなど

如三学期嘔時川
５生活の科学と
文化

○１年IlUの学習
のまとめ

１住生活の科学と文化
(1)住｣E}の機能

(2)住空1ⅡＩ

(3)住現境の整側１

２衣生活の科学と文化
(】）人nUと鞍1ｍ

(2)被BLI材料の性能と詩
戯

○生活を見つめて
－ホームプロジニクト学
概にIiilけて－

・住居I土、人1111の生活行為
の器として必饗な機能をも
つことを理解させる。
・家族のAl二活行為と(;１３鞭11Ⅱ
の検肘ができるようIﾆする。
・処N【に配Ｍ１した塞内環境
を:理解し、安心して住める
住琿境にIlU心をもたせる。

・被mlの樋IiE、人ⅡUと鞍Ivn
のかかわりを考えさ･せる。
・鐘Eu材料の性能と取扱い
上の特iitをnm解きせる。

・家庭科の学習を皿して、
気付いたことを邸皿などを
まとめさせる。

９ 

５ 

２ 

○子どもや病的粉の生活とUＵ
辿付ける。
・家族の機施やライフステー
ジなどとのIlIl迎を図る゜
｡広；芽や住宅ガイドブックな
どの住宅平面図を活ＩlＩする。
・採光、迎気、咽珂などや災
害対策など兵体的に扱う。（目
然琿境と社会珂境を扱う｡）

○子どもや商的者の生活と関
連付ける。
‐衣皿の文化について関心を
もたせる。

.繊維や布を使う。

・記録ノートに、採血や解決
の方莱などを妃入きせ、発表
全を行う。

学期 単元（頂目） 折沸狐目 指沸のねらい fW意｡ＩＦ収・取扱いなど

一学期別時Ⅲ

二学期釦時Ⅲ

５生活の科学と
文化
(１年時からの銃
き）

６$W費生活と麦
源・環境

２衣生活の科学と文化
(3)１.【Znの柳成と製作

(4)&｡【HJl壁】皿と衣生活の
ﾓｻﾞ】皿

３食生活の科学と文化
(1)人nUと食べ物

(2)栄蕊と食JＩＦ

(3)食生活のff辺！

Ⅱ）食IWhとWl理

１ｉＷ興行､bと意思決定

２蒙塵の経済生活
(1)家座経済の仕組み

(2)家叶管理と経済計画

３洲ER者の樅利と責任
（１）1W賛生活の乳状と採
四

(2)ｉⅢ費潴IⅡ1町とfW潤老
の保唖

(3)WWH者の責任

Ⅱ）生活Iii報の収兆・選
択と活jIl

diW費行動と安麺・現境
(1)iWYH行､bと資源や環
塊とのかかわり

(2)珂境保全とライフス
タイルの蕨立

あ
体橘、活動、益ＩＩＪ目的に
っ尤被BHIを]邸jFFきせる。
健康と安全に配IilLldUmI

管理をさせる。

・人nUと食べ物のかかわり
や食ＪＩＴの意義を毒えさせる。
・栄養紫の機施を理解し、
一日の献立を作成きせる。
・食生活と腿碓とのIlll迎を
]理解きせる。

・食品の栄饗的特賀と醐理の
基礎技術を身に付けさせる。

.ｉW費行動での祗忠決定の
過穏の皿饗性を理解させる。

・主体的な家llH6f】型と経済
計画の、要住を腿鼠させる。
・将来を見】、した家叶杷f理
のⅢ饗性を理解させる。

・柵費生活の刃UJIRと蹄採四
について考えさせる。

・７W費者のｲ111利と$W費老保
漣の必11選髄を迎解きせる。

・適切な意志決定とiW費行
動の必)H1住を羽Ｉ解させる。
・１７W細の適切'二活）Ⅱするこ
とのⅢ婆住をug鼠させる。

・現境川町や安瀕・エネル
ギー１１０町の原因や影秤を理
解させる。
・現椀にiUNl和した生話金工
夫できるようにする。

１２ 

１２ 

1３ 

1７ 

・券休み010に考えた製作物
（自由作品）について藩心地
の点からまとめる。．
・製f１割物に取り扱い絵淡示、サ
イズ、繊維Au攻守を表示する。

・食文化の歴史や知MH、刃1代
の食生活にUlI心をもたせる。
・実験、実習などを活ＩlＩして、
栄盤について｡亜解を図る゜
・食｢IU諏、食8111添加物など兵
体的に食OWIの安旨i営性を扱う。

・資源、ニネルギーにImlmL
たBIF入やliUl理なども取り上げ
ろ。

・金銀、時IlU･エネルギ_な
ど安源の活晒とかかわらせる‘

・家庭経済と国民経済とのか
かわりでﾖﾛ型解させる。

・聯101家に岬師を依柧する。

・具体的な｡ＩＦ例を皿して、1W
yY者保迩の施筑を】Ⅸリ上げる。

・ロールプレイやシュミレー

ションなどを活JⅡす-ろ。
・目的に応じて桁報を活朋す
る方法を考えきせる。

.』L体的な耶例を通して考え
きせる。

．ｉW費、安瀕岡逸、生駈、漣
皿、廃乘の負荷を取り上げる。

三学期沁蹄川
７生活股計

と家

８ ｶｶﾞﾘ廸
F1のまと
して－

１ライフスタイルと止添

'二かかわる価値観
241邑柵股H1･の立案

Ｏ生活際四の解決と成果
－ホームプロジェクトの

爽施と生活の向上一

、ライフスタイルJや価仙皿
の形成にUU心をもたせる。
、各1:lの将来榊想に雑づい
て、生活股叶をさせる。

これまでの学刑から郷迦巾

を決め、ホームプロジェク
卜を突施し、発我きせる。

６ 

1０ 

・これまでの家睡科の学刊で
考えたことなどを活Ｊ１Ｉする。
・５午後、１０年役、２０午後を
どの姿と必喫な安賀などをあ
わせて瀞えさせる。

・生播般Iffや文化の伝承など
を意識して、体験的な活動を
入れて成果をまとめきせる。
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４質疑応答

問１「家庭基礎」を履修した後、「家庭総合」や「生活技術」を選択科目として設け

ることができるか。

「家庭基礎｣、「家庭総合｣、「生活技術」は、それぞれの内容の重点の置き方は異なる

ものの、育成する能力と態度は同じであり、基本的に同じ趣旨で構成されている。今回

の改訂において、専門家庭科を第３章第５節に分離独立しているが､普通科等において、

家庭科の３科目の必履修科目を履修させた後は、従前同様に、専門科目を選択履修させ

る方針に変更はない。

「家庭基礎」を履修した後、「家庭総合」や「生活技術」を選択科目として設けること

はできるが、内容の重複があることを踏まえると、教育課程編成上の配慮や指導上の工

夫などが必要となることから、「家庭看護･福祉｣、「フードデザイン｣、「児童文化」など

の専門科目から適切なものを選択履修させ、家庭科教育の一層の充実を図ることが望ま

しい。

問２家庭科と「総合的な学習の時間」との関連や連携は、どのように図ればよいか。

家庭科で学んだ基礎的･基本的な知識･技術が、「総合的な学習の時間」の取組に生か

され、また、「総合的な学習の時間｣で学んだことを家庭科の学習で活用させることがで

きる。

例えば、家庭科で「高齢者の生活と福祉」や「子どもの発達と保育・福祉」を学んだ

内容が、「総合的な学習の時間｣で保育園や老人福祉施設などを訪問する際の事前学習や

予備知識として役立ったり、また、「総合的な学習の時間｣で実施した国際理解や環境問

題についての取組を、家庭科の「生活の科学と文化」や「消費生活と環境・資源」の学

習で深化・発展させることができる。互いの学習効果を高めるために学習内容の関連や

連携、教員の協力体制等を図るとともに、それぞれのねらいや指導内容などを十分押さ

えて、指導計画を立てることが大切である。

「総合的な学習の時間」を進めるに当たっては、生活上の課題を発見し、改善計画を

立て実行した後に、反省や評価を行い、次の課題へとつなげるホームプロジェクトの手

法を活用することも考えられる。また、地域に根ざした学校家庭クラブ活動を実践する

ためには、「総合的な学習の時間」など学校全体の教育活動との関連を図ることにより、

充実した活動を実施することが必要である。

－６４－ 
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